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第３期印南町子ども・子育て支援事業計画

印南町次世代育成支援行動計画　[概要版 ]

Plan Do

Action Check

５歳児から小学校、中学校の10 年間を義務教育と位置付け、幼児期の段階から学校
教育につながる学びに向かう力の育成に取り組んできました。さらに義務教育年限
を延長し、３歳児の時期から幼児が発達していく過程を見通し、それぞれの時期にふさわしい教育の積み重ね
が重要と捉え、園・小・中の子どもの学びをつなぐ「義務教育12 ヶ年プロジェクト」を推進します。また、認定こ
ども園いなみこども園の保育教諭と学校教職員の指導をつなぐため、組織的、計画的にそれぞれの学校行事等
へ積極的に参加したり、情報交換や合同研修の実施を継続して行うことで、より実践を深めていきます。

急速な少子化が進む中、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、共働き世帯の増加など、子ども・子育てを取
り巻く環境が目まぐるしく変化しており、地域の子ども・子育て支援の充実が社会全体で求められています。
このような状況を背景に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができるよう、子育て家庭を社会全体で
支援する環境づくりを目的とした「子ども・子育て支援新制度」が国の方で取りまとめられました。
「子ども・子育て支援新制度」では、「市町村子ども・子育て支援事業計画」の策定が求められており、印南町では、
平成27年度に「印南町子ども・子育て支援事業計画」、令和2年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」を
策定し、子育て施策を推進してきました。
今回、令和6年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」の計画期間が満了することに伴い、前計画を検証
しつつ、社会状況の変化に対応した子育て施策を打ち出すべく、「第3期印南町子ども・子育て支援事業計画」を策
定します。

本計画の期間は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針に即して、令和7年度から令和11年度までの5ヶ年とし
ます。また、国や県の施策の動向、社会経済情勢の変化状況に対応するため、必要に応じて令和9年度に中間見直し
を行うこととします。

計画期間の18歳未満人口は、全体で
は令和7年度の950人から令和11年
度には799人と減少傾向が予想され
ます。総人口に対する18歳未満人口
の割合は、令和7年度から令和11年度
にかけて、12.5％から11.2％台へと
微減傾向での推移が予想されます。

〒649-1534　和歌山県日高郡印南町大字印南 2009 番地の１
TEL 0738-42-1700（直通）　FAX 0738-42-1577

令和 7年３月
印南町教育委員会　教育課

本計画の基本目標の達成に向けた各種事業の実現にあたっては、印南町の財政状況を踏まえつつ、今後の社会・
経済情勢の変化や国の動向に柔軟に対応しながら、目標を見失うことなく可能な限り着実に推進するよう努め
ます。本計画の事業の目標は、町民ニーズの変化や、国による新たな施策などにも適切に対応するよう適宜見直
しを行います。また、毎年度、評価・改善といったPDCAサイクルに基づき実効性のある計画とします。
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第３期　印南町子ども・子育て支援事業計画

[ 計画期間 ]

〇計画期間の推計子ども数（18 歳未満）

262
人

245
人

229
人

208
人

189
人

349
人

344
人 335

人 327
人 324

人

339
人

328
人 311

人 310
人 286

人

950人 917人 875人 845人 799人

12.5% 12.3% 11.9% 11.7% 11.2%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

令和
7 年度

未就学 小学生 中高生

18 歳未満割合

12.5% 11.2%
令和 7 年度 令和 11 年度

[ 住民から 18 歳未満の割合 ]

令和
8 年度

令和
9 年度

令和
10 年度

令和
11 年度

令和7年3月 和歌山県 印南町

第３期印南町子ども・子育て支援事業計画
印南町次世代育成支援行動計画

主役は
 いなみっ子！

いなみ
あったかプロジェクト

子育てするなら印南町

印南町では、基本理念をもとに、上位計画の『印南町長期総合計画　前期基本計画』の子育て・教育分野の基
本方針である、「豊かな心・自立心を育む子育て・教育の郷」の実現と平成27年度に策定された、『印南町子ど
も・子育て支援事業計画』から町の子育て施策の基本方針として継続して掲げている、「子育てするなら印南
町」の実現を目指し、子ども一人ひとりが主役でいられるような、子育て支援・子育て環境の充実を図り、親、
地域など子どもを取り巻く様々な主体が、ともに支えあい、育ちあい、成長していく、「あたたかい」環境づく
りを行います。

①こども家庭センター体制の充実
②情報提供や保健指導・相談事業の充実
③妊婦健康診査・産婦健康診査の推進

（１）安心して妊娠・出産・子育てできる支援体制の充実

（３）子どもの成長にあった保健活動と思春期保健の推進
①食育の推進
②事故防止対策の推進
③思春期体験学習（乳幼児とのふれあい体験）の実施

①家庭教育に関する情報提供と学習の充実
②子育てに関する相談体制の充実
③いなみっ子応援隊のネットワークの充実

（１）子育て力の向上と子育てネットワークの充実
①いじめ・不登校などへの対応
②問題行動に対する対策の推進
③障がいのある子どもの自立支援

（１）子どもと子育て家庭が抱える課題への対応

①子どもたちが安心して遊べる環境づくり
②安心して外出できる環境づくり
③子どもの安全対策の推進

（１）生活環境の整備

子どもの幸せを第一に考え、子どもの利益が最大限に尊重されるように配慮します。1

子どもは次代の親となるものとの認識のもと、豊かな人間性を形成し、長期的な視点に立って豊か
な人間性、自立性を形成します。

2

国及び地方公共団体はもとより、企業や地域社会を含めた社会全体で協力のもと、支援を行います。3

子育ての孤立等の問題を踏まえ、広くすべての子どもと家庭への支援という観点から支援を行いま
す。

4

地域においては、子育てに関する活動を行う様々な団体や人、そして、森林等の豊かな自然環境や
地域に受け継がれる伝統文化等があることから、地域の社会資源を十分かつ効果的に活用していき
ます。

5

子育て家庭の生活実態や子育て支援に係る利用者ニーズの多様化に柔軟に対応できるように、利用
者の視点に立った柔軟かつ総合的な取組を行います。

6

サービスの質を評価し、向上させていくといった視点から、人材の資質の向上を図るとともに、情
報公開やサービス評価等の取組を行います。

7

地域の特性を踏まえて主体的な取組を行います。8

（２）子どもの健康と成長の促進 

（２）子育て家庭の経済的負担の軽減
①妊婦医療の助成
②子育て家庭にかかる経済的負担の軽減
③児童手当
④ひとり親家庭への経済的支援
⑤障がい児への経済的支援
⑥出産育児一時金

⑦妊婦に対する初回産科受診料助成金
⑧妊婦のための支援給付金
⑨妊産婦アクセス支援助成金
⑩産前産後期間の国民年金保険料免除
⑪出産祝い金
⑫産後ケア事業

④児童虐待防止対策の推進
⑤課題を抱える子どもや家庭への支援
⑥こどもの貧困解消の推進

④犯罪等から子どもを守る活動の推進
⑤防災「いなみっ子」未来プロジェクトの推進

①幼児教育の質の向上と保育サービスの充実
②地域に開かれたいなみこども園の推進

（１）いなみこども園を中心とした子育て家庭への支援

③こども誰でも通園制度の検討
④働く女性が輝く環境づくり

④子どもと親が集う拠点づくり
⑤育児教室（ひまわり教室）の充実
⑥子育てサークルの育成・支援

④いなみ子宝サポート事業（不妊治療対策）の推進
⑤女性の生活習慣病・疾病予防の啓発

①乳幼児健康診査・健康相談等の推進
②新生児聴覚検査の推進
③かかりつけ医の普及と小児医療体制の確保

④子どもの健康学習会（健康教育）の推進
⑤歯科保健の推進
⑥予防接種の実施

①確かな学力の向上
②ICT 教育の推進
③英語教育の推進
④連続性・系統性の推進（園・小・中連携）

（１）学ぶ環境の充実

（３）子どもの居場所づくりの推進
①放課後子ども教室の充実
②放課後児童クラブ（学童クラブ）の充実
③さらなる地域の居場所づくりの推進

（２）自立する力を育てる生涯学習の推進

⑤豊かな心の育成
⑥健康と体力づくり
⑦地域ぐるみのコミュニティ・スクールの推進
⑧中学校統合事業の推進

①多様な体験機会の提供
②地域でのスポーツ・文化活動の推進
③異年齢、世代間交流の推進

④ボランティア活動への参加
⑤読書のまちづくりの推進

安全・安心・支援体制の充実 地域みんなで子育て 将来性や情熱を持てるまち



子育てするなら印南町
発 行 日 ：
編集・発行：

第３期印南町子ども・子育て支援事業計画

印南町次世代育成支援行動計画　[概要版 ]

Plan Do

Action Check

５歳児から小学校、中学校の10 年間を義務教育と位置付け、幼児期の段階から学校
教育につながる学びに向かう力の育成に取り組んできました。さらに義務教育年限
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が重要と捉え、園・小・中の子どもの学びをつなぐ「義務教育12 ヶ年プロジェクト」を推進します。また、認定こ
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り巻く環境が目まぐるしく変化しており、地域の子ども・子育て支援の充実が社会全体で求められています。
このような状況を背景に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができるよう、子育て家庭を社会全体で
支援する環境づくりを目的とした「子ども・子育て支援新制度」が国の方で取りまとめられました。
「子ども・子育て支援新制度」では、「市町村子ども・子育て支援事業計画」の策定が求められており、印南町では、
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しつつ、社会状況の変化に対応した子育て施策を打ち出すべく、「第3期印南町子ども・子育て支援事業計画」を策
定します。

本計画の期間は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針に即して、令和7年度から令和11年度までの5ヶ年とし
ます。また、国や県の施策の動向、社会経済情勢の変化状況に対応するため、必要に応じて令和9年度に中間見直し
を行うこととします。

計画期間の18歳未満人口は、全体で
は令和7年度の950人から令和11年
度には799人と減少傾向が予想され
ます。総人口に対する18歳未満人口
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ます。本計画の事業の目標は、町民ニーズの変化や、国による新たな施策などにも適切に対応するよう適宜見直
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ます。本計画の事業の目標は、町民ニーズの変化や、国による新たな施策などにも適切に対応するよう適宜見直
しを行います。また、毎年度、評価・改善といったPDCAサイクルに基づき実効性のある計画とします。
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第３期印南町子ども・子育て支援事業計画
印南町次世代育成支援行動計画

主役は
 いなみっ子！

いなみ
あったかプロジェクト

子育てするなら印南町

印南町では、基本理念をもとに、上位計画の『印南町長期総合計画　前期基本計画』の子育て・教育分野の基
本方針である、「豊かな心・自立心を育む子育て・教育の郷」の実現と平成27年度に策定された、『印南町子ど
も・子育て支援事業計画』から町の子育て施策の基本方針として継続して掲げている、「子育てするなら印南
町」の実現を目指し、子ども一人ひとりが主役でいられるような、子育て支援・子育て環境の充実を図り、親、
地域など子どもを取り巻く様々な主体が、ともに支えあい、育ちあい、成長していく、「あたたかい」環境づく
りを行います。

①こども家庭センター体制の充実
②情報提供や保健指導・相談事業の充実
③妊婦健康診査・産婦健康診査の推進

（１）安心して妊娠・出産・子育てできる支援体制の充実

（３）子どもの成長にあった保健活動と思春期保健の推進
①食育の推進
②事故防止対策の推進
③思春期体験学習（乳幼児とのふれあい体験）の実施

①家庭教育に関する情報提供と学習の充実
②子育てに関する相談体制の充実
③いなみっ子応援隊のネットワークの充実

（１）子育て力の向上と子育てネットワークの充実
①いじめ・不登校などへの対応
②問題行動に対する対策の推進
③障がいのある子どもの自立支援

（１）子どもと子育て家庭が抱える課題への対応

①子どもたちが安心して遊べる環境づくり
②安心して外出できる環境づくり
③子どもの安全対策の推進

（１）生活環境の整備

子どもの幸せを第一に考え、子どもの利益が最大限に尊重されるように配慮します。1

子どもは次代の親となるものとの認識のもと、豊かな人間性を形成し、長期的な視点に立って豊か
な人間性、自立性を形成します。

2

国及び地方公共団体はもとより、企業や地域社会を含めた社会全体で協力のもと、支援を行います。3

子育ての孤立等の問題を踏まえ、広くすべての子どもと家庭への支援という観点から支援を行いま
す。

4

地域においては、子育てに関する活動を行う様々な団体や人、そして、森林等の豊かな自然環境や
地域に受け継がれる伝統文化等があることから、地域の社会資源を十分かつ効果的に活用していき
ます。

5

子育て家庭の生活実態や子育て支援に係る利用者ニーズの多様化に柔軟に対応できるように、利用
者の視点に立った柔軟かつ総合的な取組を行います。

6

サービスの質を評価し、向上させていくといった視点から、人材の資質の向上を図るとともに、情
報公開やサービス評価等の取組を行います。

7

地域の特性を踏まえて主体的な取組を行います。8

（２）子どもの健康と成長の促進 

（２）子育て家庭の経済的負担の軽減
①妊婦医療の助成
②子育て家庭にかかる経済的負担の軽減
③児童手当
④ひとり親家庭への経済的支援
⑤障がい児への経済的支援
⑥出産育児一時金

⑦妊婦に対する初回産科受診料助成金
⑧妊婦のための支援給付金
⑨妊産婦アクセス支援助成金
⑩産前産後期間の国民年金保険料免除
⑪出産祝い金
⑫産後ケア事業

④児童虐待防止対策の推進
⑤課題を抱える子どもや家庭への支援
⑥こどもの貧困解消の推進

④犯罪等から子どもを守る活動の推進
⑤防災「いなみっ子」未来プロジェクトの推進

①幼児教育の質の向上と保育サービスの充実
②地域に開かれたいなみこども園の推進

（１）いなみこども園を中心とした子育て家庭への支援

③こども誰でも通園制度の検討
④働く女性が輝く環境づくり

④子どもと親が集う拠点づくり
⑤育児教室（ひまわり教室）の充実
⑥子育てサークルの育成・支援

④いなみ子宝サポート事業（不妊治療対策）の推進
⑤女性の生活習慣病・疾病予防の啓発

①乳幼児健康診査・健康相談等の推進
②新生児聴覚検査の推進
③かかりつけ医の普及と小児医療体制の確保

④子どもの健康学習会（健康教育）の推進
⑤歯科保健の推進
⑥予防接種の実施

①確かな学力の向上
②ICT 教育の推進
③英語教育の推進
④連続性・系統性の推進（園・小・中連携）

（１）学ぶ環境の充実

（３）子どもの居場所づくりの推進
①放課後子ども教室の充実
②放課後児童クラブ（学童クラブ）の充実
③さらなる地域の居場所づくりの推進

（２）自立する力を育てる生涯学習の推進

⑤豊かな心の育成
⑥健康と体力づくり
⑦地域ぐるみのコミュニティ・スクールの推進
⑧中学校統合事業の推進

①多様な体験機会の提供
②地域でのスポーツ・文化活動の推進
③異年齢、世代間交流の推進

④ボランティア活動への参加
⑤読書のまちづくりの推進

安全・安心・支援体制の充実 地域みんなで子育て 将来性や情熱を持てるまち
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印南町次世代育成支援行動計画　[概要版 ]

Plan Do

Action Check

５歳児から小学校、中学校の10 年間を義務教育と位置付け、幼児期の段階から学校
教育につながる学びに向かう力の育成に取り組んできました。さらに義務教育年限
を延長し、３歳児の時期から幼児が発達していく過程を見通し、それぞれの時期にふさわしい教育の積み重ね
が重要と捉え、園・小・中の子どもの学びをつなぐ「義務教育12 ヶ年プロジェクト」を推進します。また、認定こ
ども園いなみこども園の保育教諭と学校教職員の指導をつなぐため、組織的、計画的にそれぞれの学校行事等
へ積極的に参加したり、情報交換や合同研修の実施を継続して行うことで、より実践を深めていきます。

急速な少子化が進む中、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、共働き世帯の増加など、子ども・子育てを取
り巻く環境が目まぐるしく変化しており、地域の子ども・子育て支援の充実が社会全体で求められています。
このような状況を背景に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができるよう、子育て家庭を社会全体で
支援する環境づくりを目的とした「子ども・子育て支援新制度」が国の方で取りまとめられました。
「子ども・子育て支援新制度」では、「市町村子ども・子育て支援事業計画」の策定が求められており、印南町では、
平成27年度に「印南町子ども・子育て支援事業計画」、令和2年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」を
策定し、子育て施策を推進してきました。
今回、令和6年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」の計画期間が満了することに伴い、前計画を検証
しつつ、社会状況の変化に対応した子育て施策を打ち出すべく、「第3期印南町子ども・子育て支援事業計画」を策
定します。

本計画の期間は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針に即して、令和7年度から令和11年度までの5ヶ年とし
ます。また、国や県の施策の動向、社会経済情勢の変化状況に対応するため、必要に応じて令和9年度に中間見直し
を行うこととします。

計画期間の18歳未満人口は、全体で
は令和7年度の950人から令和11年
度には799人と減少傾向が予想され
ます。総人口に対する18歳未満人口
の割合は、令和7年度から令和11年度
にかけて、12.5％から11.2％台へと
微減傾向での推移が予想されます。

〒649-1534　和歌山県日高郡印南町大字印南 2009 番地の１
TEL 0738-42-1700（直通）　FAX 0738-42-1577

令和 7年３月
印南町教育委員会　教育課
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しを行います。また、毎年度、評価・改善といったPDCAサイクルに基づき実効性のある計画とします。
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５歳児から小学校、中学校の10 年間を義務教育と位置付け、幼児期の段階から学校
教育につながる学びに向かう力の育成に取り組んできました。さらに義務教育年限
を延長し、３歳児の時期から幼児が発達していく過程を見通し、それぞれの時期にふさわしい教育の積み重ね
が重要と捉え、園・小・中の子どもの学びをつなぐ「義務教育12 ヶ年プロジェクト」を推進します。また、認定こ
ども園いなみこども園の保育教諭と学校教職員の指導をつなぐため、組織的、計画的にそれぞれの学校行事等
へ積極的に参加したり、情報交換や合同研修の実施を継続して行うことで、より実践を深めていきます。

急速な少子化が進む中、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、共働き世帯の増加など、子ども・子育てを取
り巻く環境が目まぐるしく変化しており、地域の子ども・子育て支援の充実が社会全体で求められています。
このような状況を背景に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができるよう、子育て家庭を社会全体で
支援する環境づくりを目的とした「子ども・子育て支援新制度」が国の方で取りまとめられました。
「子ども・子育て支援新制度」では、「市町村子ども・子育て支援事業計画」の策定が求められており、印南町では、
平成27年度に「印南町子ども・子育て支援事業計画」、令和2年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」を
策定し、子育て施策を推進してきました。
今回、令和6年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」の計画期間が満了することに伴い、前計画を検証
しつつ、社会状況の変化に対応した子育て施策を打ち出すべく、「第3期印南町子ども・子育て支援事業計画」を策
定します。

本計画の期間は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針に即して、令和7年度から令和11年度までの5ヶ年とし
ます。また、国や県の施策の動向、社会経済情勢の変化状況に対応するため、必要に応じて令和9年度に中間見直し
を行うこととします。

計画期間の18歳未満人口は、全体で
は令和7年度の950人から令和11年
度には799人と減少傾向が予想され
ます。総人口に対する18歳未満人口
の割合は、令和7年度から令和11年度
にかけて、12.5％から11.2％台へと
微減傾向での推移が予想されます。

〒649-1534　和歌山県日高郡印南町大字印南 2009 番地の１
TEL 0738-42-1700（直通）　FAX 0738-42-1577

令和 7年３月
印南町教育委員会　教育課

本計画の基本目標の達成に向けた各種事業の実現にあたっては、印南町の財政状況を踏まえつつ、今後の社会・
経済情勢の変化や国の動向に柔軟に対応しながら、目標を見失うことなく可能な限り着実に推進するよう努め
ます。本計画の事業の目標は、町民ニーズの変化や、国による新たな施策などにも適切に対応するよう適宜見直
しを行います。また、毎年度、評価・改善といったPDCAサイクルに基づき実効性のある計画とします。
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中間見直し

第３期　印南町子ども・子育て支援事業計画
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第３期印南町子ども・子育て支援事業計画
印南町次世代育成支援行動計画

主役は
 いなみっ子！

いなみ
あったかプロジェクト

子育てするなら印南町

印南町では、基本理念をもとに、上位計画の『印南町長期総合計画　前期基本計画』の子育て・教育分野の基
本方針である、「豊かな心・自立心を育む子育て・教育の郷」の実現と平成27年度に策定された、『印南町子ど
も・子育て支援事業計画』から町の子育て施策の基本方針として継続して掲げている、「子育てするなら印南
町」の実現を目指し、子ども一人ひとりが主役でいられるような、子育て支援・子育て環境の充実を図り、親、
地域など子どもを取り巻く様々な主体が、ともに支えあい、育ちあい、成長していく、「あたたかい」環境づく
りを行います。

①こども家庭センター体制の充実
②情報提供や保健指導・相談事業の充実
③妊婦健康診査・産婦健康診査の推進

（１）安心して妊娠・出産・子育てできる支援体制の充実

（３）子どもの成長にあった保健活動と思春期保健の推進
①食育の推進
②事故防止対策の推進
③思春期体験学習（乳幼児とのふれあい体験）の実施

①家庭教育に関する情報提供と学習の充実
②子育てに関する相談体制の充実
③いなみっ子応援隊のネットワークの充実

（１）子育て力の向上と子育てネットワークの充実
①いじめ・不登校などへの対応
②問題行動に対する対策の推進
③障がいのある子どもの自立支援

（１）子どもと子育て家庭が抱える課題への対応

①子どもたちが安心して遊べる環境づくり
②安心して外出できる環境づくり
③子どもの安全対策の推進

（１）生活環境の整備

子どもの幸せを第一に考え、子どもの利益が最大限に尊重されるように配慮します。1

子どもは次代の親となるものとの認識のもと、豊かな人間性を形成し、長期的な視点に立って豊か
な人間性、自立性を形成します。

2

国及び地方公共団体はもとより、企業や地域社会を含めた社会全体で協力のもと、支援を行います。3

子育ての孤立等の問題を踏まえ、広くすべての子どもと家庭への支援という観点から支援を行いま
す。

4

地域においては、子育てに関する活動を行う様々な団体や人、そして、森林等の豊かな自然環境や
地域に受け継がれる伝統文化等があることから、地域の社会資源を十分かつ効果的に活用していき
ます。

5

子育て家庭の生活実態や子育て支援に係る利用者ニーズの多様化に柔軟に対応できるように、利用
者の視点に立った柔軟かつ総合的な取組を行います。

6

サービスの質を評価し、向上させていくといった視点から、人材の資質の向上を図るとともに、情
報公開やサービス評価等の取組を行います。

7

地域の特性を踏まえて主体的な取組を行います。8

（２）子どもの健康と成長の促進 

（２）子育て家庭の経済的負担の軽減
①妊婦医療の助成
②子育て家庭にかかる経済的負担の軽減
③児童手当
④ひとり親家庭への経済的支援
⑤障がい児への経済的支援
⑥出産育児一時金

⑦妊婦に対する初回産科受診料助成金
⑧妊婦のための支援給付金
⑨妊産婦アクセス支援助成金
⑩産前産後期間の国民年金保険料免除
⑪出産祝い金
⑫産後ケア事業

④児童虐待防止対策の推進
⑤課題を抱える子どもや家庭への支援
⑥こどもの貧困解消の推進

④犯罪等から子どもを守る活動の推進
⑤防災「いなみっ子」未来プロジェクトの推進

①幼児教育の質の向上と保育サービスの充実
②地域に開かれたいなみこども園の推進

（１）いなみこども園を中心とした子育て家庭への支援

③こども誰でも通園制度の検討
④働く女性が輝く環境づくり

④子どもと親が集う拠点づくり
⑤育児教室（ひまわり教室）の充実
⑥子育てサークルの育成・支援

④いなみ子宝サポート事業（不妊治療対策）の推進
⑤女性の生活習慣病・疾病予防の啓発

①乳幼児健康診査・健康相談等の推進
②新生児聴覚検査の推進
③かかりつけ医の普及と小児医療体制の確保

④子どもの健康学習会（健康教育）の推進
⑤歯科保健の推進
⑥予防接種の実施

①確かな学力の向上
②ICT 教育の推進
③英語教育の推進
④連続性・系統性の推進（園・小・中連携）

（１）学ぶ環境の充実

（３）子どもの居場所づくりの推進
①放課後子ども教室の充実
②放課後児童クラブ（学童クラブ）の充実
③さらなる地域の居場所づくりの推進

（２）自立する力を育てる生涯学習の推進

⑤豊かな心の育成
⑥健康と体力づくり
⑦地域ぐるみのコミュニティ・スクールの推進
⑧中学校統合事業の推進

①多様な体験機会の提供
②地域でのスポーツ・文化活動の推進
③異年齢、世代間交流の推進

④ボランティア活動への参加
⑤読書のまちづくりの推進

安全・安心・支援体制の充実 地域みんなで子育て 将来性や情熱を持てるまち
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教育につながる学びに向かう力の育成に取り組んできました。さらに義務教育年限
を延長し、３歳児の時期から幼児が発達していく過程を見通し、それぞれの時期にふさわしい教育の積み重ね
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しつつ、社会状況の変化に対応した子育て施策を打ち出すべく、「第3期印南町子ども・子育て支援事業計画」を策
定します。

本計画の期間は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針に即して、令和7年度から令和11年度までの5ヶ年とし
ます。また、国や県の施策の動向、社会経済情勢の変化状況に対応するため、必要に応じて令和9年度に中間見直し
を行うこととします。

計画期間の18歳未満人口は、全体で
は令和7年度の950人から令和11年
度には799人と減少傾向が予想され
ます。総人口に対する18歳未満人口
の割合は、令和7年度から令和11年度
にかけて、12.5％から11.2％台へと
微減傾向での推移が予想されます。

〒649-1534　和歌山県日高郡印南町大字印南 2009 番地の１
TEL 0738-42-1700（直通）　FAX 0738-42-1577

令和 7年３月
印南町教育委員会　教育課

本計画の基本目標の達成に向けた各種事業の実現にあたっては、印南町の財政状況を踏まえつつ、今後の社会・
経済情勢の変化や国の動向に柔軟に対応しながら、目標を見失うことなく可能な限り着実に推進するよう努め
ます。本計画の事業の目標は、町民ニーズの変化や、国による新たな施策などにも適切に対応するよう適宜見直
しを行います。また、毎年度、評価・改善といったPDCAサイクルに基づき実効性のある計画とします。
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Plan Do

Action Check

５歳児から小学校、中学校の10 年間を義務教育と位置付け、幼児期の段階から学校
教育につながる学びに向かう力の育成に取り組んできました。さらに義務教育年限
を延長し、３歳児の時期から幼児が発達していく過程を見通し、それぞれの時期にふさわしい教育の積み重ね
が重要と捉え、園・小・中の子どもの学びをつなぐ「義務教育12 ヶ年プロジェクト」を推進します。また、認定こ
ども園いなみこども園の保育教諭と学校教職員の指導をつなぐため、組織的、計画的にそれぞれの学校行事等
へ積極的に参加したり、情報交換や合同研修の実施を継続して行うことで、より実践を深めていきます。

急速な少子化が進む中、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、共働き世帯の増加など、子ども・子育てを取
り巻く環境が目まぐるしく変化しており、地域の子ども・子育て支援の充実が社会全体で求められています。
このような状況を背景に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができるよう、子育て家庭を社会全体で
支援する環境づくりを目的とした「子ども・子育て支援新制度」が国の方で取りまとめられました。
「子ども・子育て支援新制度」では、「市町村子ども・子育て支援事業計画」の策定が求められており、印南町では、
平成27年度に「印南町子ども・子育て支援事業計画」、令和2年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」を
策定し、子育て施策を推進してきました。
今回、令和6年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」の計画期間が満了することに伴い、前計画を検証
しつつ、社会状況の変化に対応した子育て施策を打ち出すべく、「第3期印南町子ども・子育て支援事業計画」を策
定します。

本計画の期間は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針に即して、令和7年度から令和11年度までの5ヶ年とし
ます。また、国や県の施策の動向、社会経済情勢の変化状況に対応するため、必要に応じて令和9年度に中間見直し
を行うこととします。

計画期間の18歳未満人口は、全体で
は令和7年度の950人から令和11年
度には799人と減少傾向が予想され
ます。総人口に対する18歳未満人口
の割合は、令和7年度から令和11年度
にかけて、12.5％から11.2％台へと
微減傾向での推移が予想されます。
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令和 7年３月
印南町教育委員会　教育課

本計画の基本目標の達成に向けた各種事業の実現にあたっては、印南町の財政状況を踏まえつつ、今後の社会・
経済情勢の変化や国の動向に柔軟に対応しながら、目標を見失うことなく可能な限り着実に推進するよう努め
ます。本計画の事業の目標は、町民ニーズの変化や、国による新たな施策などにも適切に対応するよう適宜見直
しを行います。また、毎年度、評価・改善といったPDCAサイクルに基づき実効性のある計画とします。
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印南町次世代育成支援行動計画

主役は
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いなみ
あったかプロジェクト

子育てするなら印南町

印南町では、基本理念をもとに、上位計画の『印南町長期総合計画　前期基本計画』の子育て・教育分野の基
本方針である、「豊かな心・自立心を育む子育て・教育の郷」の実現と平成27年度に策定された、『印南町子ど
も・子育て支援事業計画』から町の子育て施策の基本方針として継続して掲げている、「子育てするなら印南
町」の実現を目指し、子ども一人ひとりが主役でいられるような、子育て支援・子育て環境の充実を図り、親、
地域など子どもを取り巻く様々な主体が、ともに支えあい、育ちあい、成長していく、「あたたかい」環境づく
りを行います。

①こども家庭センター体制の充実
②情報提供や保健指導・相談事業の充実
③妊婦健康診査・産婦健康診査の推進

（１）安心して妊娠・出産・子育てできる支援体制の充実

（３）子どもの成長にあった保健活動と思春期保健の推進
①食育の推進
②事故防止対策の推進
③思春期体験学習（乳幼児とのふれあい体験）の実施

①家庭教育に関する情報提供と学習の充実
②子育てに関する相談体制の充実
③いなみっ子応援隊のネットワークの充実

（１）子育て力の向上と子育てネットワークの充実
①いじめ・不登校などへの対応
②問題行動に対する対策の推進
③障がいのある子どもの自立支援

（１）子どもと子育て家庭が抱える課題への対応

①子どもたちが安心して遊べる環境づくり
②安心して外出できる環境づくり
③子どもの安全対策の推進

（１）生活環境の整備

子どもの幸せを第一に考え、子どもの利益が最大限に尊重されるように配慮します。1

子どもは次代の親となるものとの認識のもと、豊かな人間性を形成し、長期的な視点に立って豊か
な人間性、自立性を形成します。

2

国及び地方公共団体はもとより、企業や地域社会を含めた社会全体で協力のもと、支援を行います。3

子育ての孤立等の問題を踏まえ、広くすべての子どもと家庭への支援という観点から支援を行いま
す。

4

地域においては、子育てに関する活動を行う様々な団体や人、そして、森林等の豊かな自然環境や
地域に受け継がれる伝統文化等があることから、地域の社会資源を十分かつ効果的に活用していき
ます。

5

子育て家庭の生活実態や子育て支援に係る利用者ニーズの多様化に柔軟に対応できるように、利用
者の視点に立った柔軟かつ総合的な取組を行います。

6

サービスの質を評価し、向上させていくといった視点から、人材の資質の向上を図るとともに、情
報公開やサービス評価等の取組を行います。

7

地域の特性を踏まえて主体的な取組を行います。8

（２）子どもの健康と成長の促進 

（２）子育て家庭の経済的負担の軽減
①妊婦医療の助成
②子育て家庭にかかる経済的負担の軽減
③児童手当
④ひとり親家庭への経済的支援
⑤障がい児への経済的支援
⑥出産育児一時金

⑦妊婦に対する初回産科受診料助成金
⑧妊婦のための支援給付金
⑨妊産婦アクセス支援助成金
⑩産前産後期間の国民年金保険料免除
⑪出産祝い金
⑫産後ケア事業

④児童虐待防止対策の推進
⑤課題を抱える子どもや家庭への支援
⑥こどもの貧困解消の推進

④犯罪等から子どもを守る活動の推進
⑤防災「いなみっ子」未来プロジェクトの推進

①幼児教育の質の向上と保育サービスの充実
②地域に開かれたいなみこども園の推進

（１）いなみこども園を中心とした子育て家庭への支援

③こども誰でも通園制度の検討
④働く女性が輝く環境づくり

④子どもと親が集う拠点づくり
⑤育児教室（ひまわり教室）の充実
⑥子育てサークルの育成・支援

④いなみ子宝サポート事業（不妊治療対策）の推進
⑤女性の生活習慣病・疾病予防の啓発

①乳幼児健康診査・健康相談等の推進
②新生児聴覚検査の推進
③かかりつけ医の普及と小児医療体制の確保

④子どもの健康学習会（健康教育）の推進
⑤歯科保健の推進
⑥予防接種の実施

①確かな学力の向上
②ICT 教育の推進
③英語教育の推進
④連続性・系統性の推進（園・小・中連携）

（１）学ぶ環境の充実

（３）子どもの居場所づくりの推進
①放課後子ども教室の充実
②放課後児童クラブ（学童クラブ）の充実
③さらなる地域の居場所づくりの推進

（２）自立する力を育てる生涯学習の推進

⑤豊かな心の育成
⑥健康と体力づくり
⑦地域ぐるみのコミュニティ・スクールの推進
⑧中学校統合事業の推進

①多様な体験機会の提供
②地域でのスポーツ・文化活動の推進
③異年齢、世代間交流の推進

④ボランティア活動への参加
⑤読書のまちづくりの推進

安全・安心・支援体制の充実 地域みんなで子育て 将来性や情熱を持てるまち
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Plan Do

Action Check

５歳児から小学校、中学校の10 年間を義務教育と位置付け、幼児期の段階から学校
教育につながる学びに向かう力の育成に取り組んできました。さらに義務教育年限
を延長し、３歳児の時期から幼児が発達していく過程を見通し、それぞれの時期にふさわしい教育の積み重ね
が重要と捉え、園・小・中の子どもの学びをつなぐ「義務教育12 ヶ年プロジェクト」を推進します。また、認定こ
ども園いなみこども園の保育教諭と学校教職員の指導をつなぐため、組織的、計画的にそれぞれの学校行事等
へ積極的に参加したり、情報交換や合同研修の実施を継続して行うことで、より実践を深めていきます。

急速な少子化が進む中、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、共働き世帯の増加など、子ども・子育てを取
り巻く環境が目まぐるしく変化しており、地域の子ども・子育て支援の充実が社会全体で求められています。
このような状況を背景に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができるよう、子育て家庭を社会全体で
支援する環境づくりを目的とした「子ども・子育て支援新制度」が国の方で取りまとめられました。
「子ども・子育て支援新制度」では、「市町村子ども・子育て支援事業計画」の策定が求められており、印南町では、
平成27年度に「印南町子ども・子育て支援事業計画」、令和2年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」を
策定し、子育て施策を推進してきました。
今回、令和6年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」の計画期間が満了することに伴い、前計画を検証
しつつ、社会状況の変化に対応した子育て施策を打ち出すべく、「第3期印南町子ども・子育て支援事業計画」を策
定します。

本計画の期間は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針に即して、令和7年度から令和11年度までの5ヶ年とし
ます。また、国や県の施策の動向、社会経済情勢の変化状況に対応するため、必要に応じて令和9年度に中間見直し
を行うこととします。

計画期間の18歳未満人口は、全体で
は令和7年度の950人から令和11年
度には799人と減少傾向が予想され
ます。総人口に対する18歳未満人口
の割合は、令和7年度から令和11年度
にかけて、12.5％から11.2％台へと
微減傾向での推移が予想されます。
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令和 7年３月
印南町教育委員会　教育課

本計画の基本目標の達成に向けた各種事業の実現にあたっては、印南町の財政状況を踏まえつつ、今後の社会・
経済情勢の変化や国の動向に柔軟に対応しながら、目標を見失うことなく可能な限り着実に推進するよう努め
ます。本計画の事業の目標は、町民ニーズの変化や、国による新たな施策などにも適切に対応するよう適宜見直
しを行います。また、毎年度、評価・改善といったPDCAサイクルに基づき実効性のある計画とします。
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Plan Do

Action Check

５歳児から小学校、中学校の10 年間を義務教育と位置付け、幼児期の段階から学校
教育につながる学びに向かう力の育成に取り組んできました。さらに義務教育年限
を延長し、３歳児の時期から幼児が発達していく過程を見通し、それぞれの時期にふさわしい教育の積み重ね
が重要と捉え、園・小・中の子どもの学びをつなぐ「義務教育12 ヶ年プロジェクト」を推進します。また、認定こ
ども園いなみこども園の保育教諭と学校教職員の指導をつなぐため、組織的、計画的にそれぞれの学校行事等
へ積極的に参加したり、情報交換や合同研修の実施を継続して行うことで、より実践を深めていきます。

急速な少子化が進む中、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、共働き世帯の増加など、子ども・子育てを取
り巻く環境が目まぐるしく変化しており、地域の子ども・子育て支援の充実が社会全体で求められています。
このような状況を背景に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができるよう、子育て家庭を社会全体で
支援する環境づくりを目的とした「子ども・子育て支援新制度」が国の方で取りまとめられました。
「子ども・子育て支援新制度」では、「市町村子ども・子育て支援事業計画」の策定が求められており、印南町では、
平成27年度に「印南町子ども・子育て支援事業計画」、令和2年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」を
策定し、子育て施策を推進してきました。
今回、令和6年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」の計画期間が満了することに伴い、前計画を検証
しつつ、社会状況の変化に対応した子育て施策を打ち出すべく、「第3期印南町子ども・子育て支援事業計画」を策
定します。

本計画の期間は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針に即して、令和7年度から令和11年度までの5ヶ年とし
ます。また、国や県の施策の動向、社会経済情勢の変化状況に対応するため、必要に応じて令和9年度に中間見直し
を行うこととします。

計画期間の18歳未満人口は、全体で
は令和7年度の950人から令和11年
度には799人と減少傾向が予想され
ます。総人口に対する18歳未満人口
の割合は、令和7年度から令和11年度
にかけて、12.5％から11.2％台へと
微減傾向での推移が予想されます。

〒649-1534　和歌山県日高郡印南町大字印南 2009 番地の１
TEL 0738-42-1700（直通）　FAX 0738-42-1577

令和 7年３月
印南町教育委員会　教育課

本計画の基本目標の達成に向けた各種事業の実現にあたっては、印南町の財政状況を踏まえつつ、今後の社会・
経済情勢の変化や国の動向に柔軟に対応しながら、目標を見失うことなく可能な限り着実に推進するよう努め
ます。本計画の事業の目標は、町民ニーズの変化や、国による新たな施策などにも適切に対応するよう適宜見直
しを行います。また、毎年度、評価・改善といったPDCAサイクルに基づき実効性のある計画とします。
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子育てするなら印南町

印南町では、基本理念をもとに、上位計画の『印南町長期総合計画　前期基本計画』の子育て・教育分野の基
本方針である、「豊かな心・自立心を育む子育て・教育の郷」の実現と平成27年度に策定された、『印南町子ど
も・子育て支援事業計画』から町の子育て施策の基本方針として継続して掲げている、「子育てするなら印南
町」の実現を目指し、子ども一人ひとりが主役でいられるような、子育て支援・子育て環境の充実を図り、親、
地域など子どもを取り巻く様々な主体が、ともに支えあい、育ちあい、成長していく、「あたたかい」環境づく
りを行います。

①こども家庭センター体制の充実
②情報提供や保健指導・相談事業の充実
③妊婦健康診査・産婦健康診査の推進

（１）安心して妊娠・出産・子育てできる支援体制の充実

（３）子どもの成長にあった保健活動と思春期保健の推進
①食育の推進
②事故防止対策の推進
③思春期体験学習（乳幼児とのふれあい体験）の実施

①家庭教育に関する情報提供と学習の充実
②子育てに関する相談体制の充実
③いなみっ子応援隊のネットワークの充実

（１）子育て力の向上と子育てネットワークの充実
①いじめ・不登校などへの対応
②問題行動に対する対策の推進
③障がいのある子どもの自立支援

（１）子どもと子育て家庭が抱える課題への対応

①子どもたちが安心して遊べる環境づくり
②安心して外出できる環境づくり
③子どもの安全対策の推進

（１）生活環境の整備

子どもの幸せを第一に考え、子どもの利益が最大限に尊重されるように配慮します。1

子どもは次代の親となるものとの認識のもと、豊かな人間性を形成し、長期的な視点に立って豊か
な人間性、自立性を形成します。

2

国及び地方公共団体はもとより、企業や地域社会を含めた社会全体で協力のもと、支援を行います。3

子育ての孤立等の問題を踏まえ、広くすべての子どもと家庭への支援という観点から支援を行いま
す。

4

地域においては、子育てに関する活動を行う様々な団体や人、そして、森林等の豊かな自然環境や
地域に受け継がれる伝統文化等があることから、地域の社会資源を十分かつ効果的に活用していき
ます。

5

子育て家庭の生活実態や子育て支援に係る利用者ニーズの多様化に柔軟に対応できるように、利用
者の視点に立った柔軟かつ総合的な取組を行います。

6

サービスの質を評価し、向上させていくといった視点から、人材の資質の向上を図るとともに、情
報公開やサービス評価等の取組を行います。

7

地域の特性を踏まえて主体的な取組を行います。8

（２）子どもの健康と成長の促進 

（２）子育て家庭の経済的負担の軽減
①妊婦医療の助成
②子育て家庭にかかる経済的負担の軽減
③児童手当
④ひとり親家庭への経済的支援
⑤障がい児への経済的支援
⑥出産育児一時金

⑦妊婦に対する初回産科受診料助成金
⑧妊婦のための支援給付金
⑨妊産婦アクセス支援助成金
⑩産前産後期間の国民年金保険料免除
⑪出産祝い金
⑫産後ケア事業

④児童虐待防止対策の推進
⑤課題を抱える子どもや家庭への支援
⑥こどもの貧困解消の推進

④犯罪等から子どもを守る活動の推進
⑤防災「いなみっ子」未来プロジェクトの推進

①幼児教育の質の向上と保育サービスの充実
②地域に開かれたいなみこども園の推進

（１）いなみこども園を中心とした子育て家庭への支援

③こども誰でも通園制度の検討
④働く女性が輝く環境づくり

④子どもと親が集う拠点づくり
⑤育児教室（ひまわり教室）の充実
⑥子育てサークルの育成・支援

④いなみ子宝サポート事業（不妊治療対策）の推進
⑤女性の生活習慣病・疾病予防の啓発

①乳幼児健康診査・健康相談等の推進
②新生児聴覚検査の推進
③かかりつけ医の普及と小児医療体制の確保

④子どもの健康学習会（健康教育）の推進
⑤歯科保健の推進
⑥予防接種の実施

①確かな学力の向上
②ICT 教育の推進
③英語教育の推進
④連続性・系統性の推進（園・小・中連携）

（１）学ぶ環境の充実

（３）子どもの居場所づくりの推進
①放課後子ども教室の充実
②放課後児童クラブ（学童クラブ）の充実
③さらなる地域の居場所づくりの推進

（２）自立する力を育てる生涯学習の推進

⑤豊かな心の育成
⑥健康と体力づくり
⑦地域ぐるみのコミュニティ・スクールの推進
⑧中学校統合事業の推進

①多様な体験機会の提供
②地域でのスポーツ・文化活動の推進
③異年齢、世代間交流の推進

④ボランティア活動への参加
⑤読書のまちづくりの推進

安全・安心・支援体制の充実 地域みんなで子育て 将来性や情熱を持てるまち
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しつつ、社会状況の変化に対応した子育て施策を打ち出すべく、「第3期印南町子ども・子育て支援事業計画」を策
定します。

本計画の期間は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針に即して、令和7年度から令和11年度までの5ヶ年とし
ます。また、国や県の施策の動向、社会経済情勢の変化状況に対応するため、必要に応じて令和9年度に中間見直し
を行うこととします。

計画期間の18歳未満人口は、全体で
は令和7年度の950人から令和11年
度には799人と減少傾向が予想され
ます。総人口に対する18歳未満人口
の割合は、令和7年度から令和11年度
にかけて、12.5％から11.2％台へと
微減傾向での推移が予想されます。

〒649-1534　和歌山県日高郡印南町大字印南 2009 番地の１
TEL 0738-42-1700（直通）　FAX 0738-42-1577

令和 7年３月
印南町教育委員会　教育課

本計画の基本目標の達成に向けた各種事業の実現にあたっては、印南町の財政状況を踏まえつつ、今後の社会・
経済情勢の変化や国の動向に柔軟に対応しながら、目標を見失うことなく可能な限り着実に推進するよう努め
ます。本計画の事業の目標は、町民ニーズの変化や、国による新たな施策などにも適切に対応するよう適宜見直
しを行います。また、毎年度、評価・改善といったPDCAサイクルに基づき実効性のある計画とします。
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印南町では、基本理念をもとに、上位計画の『印南町長期総合計画　前期基本計画』の子育て・教育分野の基
本方針である、「豊かな心・自立心を育む子育て・教育の郷」の実現と平成27年度に策定された、『印南町子ど
も・子育て支援事業計画』から町の子育て施策の基本方針として継続して掲げている、「子育てするなら印南
町」の実現を目指し、子ども一人ひとりが主役でいられるような、子育て支援・子育て環境の充実を図り、親、
地域など子どもを取り巻く様々な主体が、ともに支えあい、育ちあい、成長していく、「あたたかい」環境づく
りを行います。

①こども家庭センター体制の充実
②情報提供や保健指導・相談事業の充実
③妊婦健康診査・産婦健康診査の推進

（１）安心して妊娠・出産・子育てできる支援体制の充実

（３）子どもの成長にあった保健活動と思春期保健の推進
①食育の推進
②事故防止対策の推進
③思春期体験学習（乳幼児とのふれあい体験）の実施

①家庭教育に関する情報提供と学習の充実
②子育てに関する相談体制の充実
③いなみっ子応援隊のネットワークの充実

（１）子育て力の向上と子育てネットワークの充実
①いじめ・不登校などへの対応
②問題行動に対する対策の推進
③障がいのある子どもの自立支援

（１）子どもと子育て家庭が抱える課題への対応

①子どもたちが安心して遊べる環境づくり
②安心して外出できる環境づくり
③子どもの安全対策の推進

（１）生活環境の整備

子どもの幸せを第一に考え、子どもの利益が最大限に尊重されるように配慮します。1

子どもは次代の親となるものとの認識のもと、豊かな人間性を形成し、長期的な視点に立って豊か
な人間性、自立性を形成します。

2

国及び地方公共団体はもとより、企業や地域社会を含めた社会全体で協力のもと、支援を行います。3

子育ての孤立等の問題を踏まえ、広くすべての子どもと家庭への支援という観点から支援を行いま
す。

4

地域においては、子育てに関する活動を行う様々な団体や人、そして、森林等の豊かな自然環境や
地域に受け継がれる伝統文化等があることから、地域の社会資源を十分かつ効果的に活用していき
ます。

5

子育て家庭の生活実態や子育て支援に係る利用者ニーズの多様化に柔軟に対応できるように、利用
者の視点に立った柔軟かつ総合的な取組を行います。

6

サービスの質を評価し、向上させていくといった視点から、人材の資質の向上を図るとともに、情
報公開やサービス評価等の取組を行います。

7

地域の特性を踏まえて主体的な取組を行います。8

（２）子どもの健康と成長の促進 

（２）子育て家庭の経済的負担の軽減
①妊婦医療の助成
②子育て家庭にかかる経済的負担の軽減
③児童手当
④ひとり親家庭への経済的支援
⑤障がい児への経済的支援
⑥出産育児一時金

⑦妊婦に対する初回産科受診料助成金
⑧妊婦のための支援給付金
⑨妊産婦アクセス支援助成金
⑩産前産後期間の国民年金保険料免除
⑪出産祝い金
⑫産後ケア事業

④児童虐待防止対策の推進
⑤課題を抱える子どもや家庭への支援
⑥こどもの貧困解消の推進

④犯罪等から子どもを守る活動の推進
⑤防災「いなみっ子」未来プロジェクトの推進

①幼児教育の質の向上と保育サービスの充実
②地域に開かれたいなみこども園の推進

（１）いなみこども園を中心とした子育て家庭への支援

③こども誰でも通園制度の検討
④働く女性が輝く環境づくり

④子どもと親が集う拠点づくり
⑤育児教室（ひまわり教室）の充実
⑥子育てサークルの育成・支援

④いなみ子宝サポート事業（不妊治療対策）の推進
⑤女性の生活習慣病・疾病予防の啓発

①乳幼児健康診査・健康相談等の推進
②新生児聴覚検査の推進
③かかりつけ医の普及と小児医療体制の確保

④子どもの健康学習会（健康教育）の推進
⑤歯科保健の推進
⑥予防接種の実施

①確かな学力の向上
②ICT 教育の推進
③英語教育の推進
④連続性・系統性の推進（園・小・中連携）

（１）学ぶ環境の充実

（３）子どもの居場所づくりの推進
①放課後子ども教室の充実
②放課後児童クラブ（学童クラブ）の充実
③さらなる地域の居場所づくりの推進

（２）自立する力を育てる生涯学習の推進

⑤豊かな心の育成
⑥健康と体力づくり
⑦地域ぐるみのコミュニティ・スクールの推進
⑧中学校統合事業の推進

①多様な体験機会の提供
②地域でのスポーツ・文化活動の推進
③異年齢、世代間交流の推進

④ボランティア活動への参加
⑤読書のまちづくりの推進

安全・安心・支援体制の充実 地域みんなで子育て 将来性や情熱を持てるまち
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③英語教育の推進
④連続性・系統性の推進（園・小・中連携）

（１）学ぶ環境の充実

（３）子どもの居場所づくりの推進
①放課後子ども教室の充実
②放課後児童クラブ（学童クラブ）の充実
③さらなる地域の居場所づくりの推進

（２）自立する力を育てる生涯学習の推進

⑤豊かな心の育成
⑥健康と体力づくり
⑦地域ぐるみのコミュニティ・スクールの推進
⑧中学校統合事業の推進

①多様な体験機会の提供
②地域でのスポーツ・文化活動の推進
③異年齢、世代間交流の推進

④ボランティア活動への参加
⑤読書のまちづくりの推進

安全・安心・支援体制の充実 地域みんなで子育て 将来性や情熱を持てるまち

子育てするなら印南町
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印南町次世代育成支援行動計画　[概要版 ]

Plan Do

Action Check

５歳児から小学校、中学校の10 年間を義務教育と位置付け、幼児期の段階から学校
教育につながる学びに向かう力の育成に取り組んできました。さらに義務教育年限
を延長し、３歳児の時期から幼児が発達していく過程を見通し、それぞれの時期にふさわしい教育の積み重ね
が重要と捉え、園・小・中の子どもの学びをつなぐ「義務教育12 ヶ年プロジェクト」を推進します。また、認定こ
ども園いなみこども園の保育教諭と学校教職員の指導をつなぐため、組織的、計画的にそれぞれの学校行事等
へ積極的に参加したり、情報交換や合同研修の実施を継続して行うことで、より実践を深めていきます。

急速な少子化が進む中、核家族化の進展や地域のつながりの希薄化、共働き世帯の増加など、子ども・子育てを取
り巻く環境が目まぐるしく変化しており、地域の子ども・子育て支援の充実が社会全体で求められています。
このような状況を背景に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができるよう、子育て家庭を社会全体で
支援する環境づくりを目的とした「子ども・子育て支援新制度」が国の方で取りまとめられました。
「子ども・子育て支援新制度」では、「市町村子ども・子育て支援事業計画」の策定が求められており、印南町では、
平成27年度に「印南町子ども・子育て支援事業計画」、令和2年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」を
策定し、子育て施策を推進してきました。
今回、令和6年度に「第2期印南町子ども・子育て支援事業計画」の計画期間が満了することに伴い、前計画を検証
しつつ、社会状況の変化に対応した子育て施策を打ち出すべく、「第3期印南町子ども・子育て支援事業計画」を策
定します。

本計画の期間は、子ども・子育て支援法に基づく基本指針に即して、令和7年度から令和11年度までの5ヶ年とし
ます。また、国や県の施策の動向、社会経済情勢の変化状況に対応するため、必要に応じて令和9年度に中間見直し
を行うこととします。

計画期間の18歳未満人口は、全体で
は令和7年度の950人から令和11年
度には799人と減少傾向が予想され
ます。総人口に対する18歳未満人口
の割合は、令和7年度から令和11年度
にかけて、12.5％から11.2％台へと
微減傾向での推移が予想されます。

〒649-1534　和歌山県日高郡印南町大字印南 2009 番地の１
TEL 0738-42-1700（直通）　FAX 0738-42-1577

令和 7年３月
印南町教育委員会　教育課

本計画の基本目標の達成に向けた各種事業の実現にあたっては、印南町の財政状況を踏まえつつ、今後の社会・
経済情勢の変化や国の動向に柔軟に対応しながら、目標を見失うことなく可能な限り着実に推進するよう努め
ます。本計画の事業の目標は、町民ニーズの変化や、国による新たな施策などにも適切に対応するよう適宜見直
しを行います。また、毎年度、評価・改善といったPDCAサイクルに基づき実効性のある計画とします。

令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度

中間見直し

第３期　印南町子ども・子育て支援事業計画

[ 計画期間 ]

〇計画期間の推計子ども数（18 歳未満）
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[ 住民から 18 歳未満の割合 ]
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令和7年3月 和歌山県 印南町
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印南町次世代育成支援行動計画

主役は
 いなみっ子！

いなみ
あったかプロジェクト

子育てするなら印南町


